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流入管底

処理計画人員　

処理計画汚水量

人

ｍ
３

／ 日

流入水質

放流水質

処理方式　　　

有　効　容　量 ｍ３

ＢＯＤ　　200ｍｇ/Ｌ

ＢＯＤ　　20ｍｇ/Ｌ

沈殿分離槽 １．６３５

嫌気ろ床槽 １．５１９

担体流動槽 ０．９３６

沈殿槽 ０．７２９

消毒槽 ０．０４４

１４

フローシート

流入
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分
　
離
　
槽

担
　
体
　
流
　
動
　
槽

嫌
　
気
　
ろ
　
床
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沈
　
殿
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放流

放
流
ポ
ン
プ
槽

電気機器仕様

送風機 1台

放流ポンプ槽

放流ポンプ 2台

汚泥返送

循環返送

注記

開口部補強筋を設けること。

スラブ荷重は、Ｔ－０とする。

コンクリート強度：Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍｍ2　とする。

ＣＯＤ　　100ｍｇ/Ｌ

ＳＳ　　　160ｍｇ/Ｌ

ＴーＮ　　45ｍｇ/Ｌ

ＣＯＤ　　30ｍｇ/Ｌ

ＳＳ　　　20ｍｇ/Ｌ

ＴーＮ　　20ｍｇ/Ｌ

分離嫌気ろ床担体流動方式

１００Ｖ－単相－130Ｗ

仕　　　　様　　　　表

０．０７４

２．８

臭突工事は、処理槽工事外とする。（機械工事）

臭突横引き配管は、上り勾配施工とする。

流入・放流配管は、処理槽工事外とする。

処理槽流入部付近に給水栓を設けること。但し、処理槽工事外とする。（機械工事）

臭突管の工事ができない場所は、放流ポンプ槽から放流先に排気逃がし配管を行うこと。

マンホールは、樹脂製とする。
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■滑走路付属格納庫棟
ｎ＝0.30×37＝11.1（人）よって14人槽
※机・椅子の数から定員を37人とする。

建築用途 算定単位 処理対象
人員(人)

汚水量
(ｍ３/日)
(参考値)

BOD
(㎎/L)
(参考値)

排水時間
(時間/日)
(参考値)

算定式

計測・整備室
及び格納庫
イ.工場・作業所
(厨房設備無)

定員：
37(人)

11.1 2.23 150 研 究 所
試験場8

処理対象人数(人)＝37(人)×0.3
汚水量(ｍ３/日)＝
37(人)×60(L/人・日)/1,000

浄化槽基礎（上盤・底盤基礎、土木工事)は機械工事（浄化槽工事）とする。

500380380 500 380 380 500985 500 985

2,240×1,900(基礎)

送風機（エアー配管）は機械工事とする。

1,900×2,240（基礎）
コンクリート基礎　H＝200
ステコン　H=50、砕石　H=150

T10
テキスト ボックス






